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目的

本研究は,個人学習支援用CD-ROM教材「子どものターミナルケア」の開発とNICU実習のオリエン

テーション用VTR教材製作を行い,それらの教材の有用性を明らかにすることを目的とする.

研究方法

1.個人学習支援用CD-ROM教材「子どものターミナルケア」の開発と教材評価の質問紙調査

1)研究協力者:研究に同意を得たN看護短期大学3年生29名.
倫理的配慮:学生に研究の目的と個人の成績とは無関係であることを個々の学生に口頭で説明

し,協力を得た.質問紙調査は無記名とし,集計は個人が特定できないように配慮した.
2)研究期間:2002年8月～10月.

3)分析方法:教材評価アンケートと自由記載の内容から分析した.評価項目は, 4つの大項
目と30の小項目で構成した.評価は, 「全くそう思わない」から「非常にそう思う」の0

～4の5段階評定尺度とし,統計ソフトSPSS 10.0J for Windows Base Systemにより,
評価項目の平均得点と標準偏差を求めた.

2. VTR教材「NICUの概要」の製作と教材評価と学習効果に関する質問紙調査

1 )研究協力者:研究に同意を得た新潟県立看護短期大学3年生19名.

倫理的配慮:学生に研究の目的と個人の成績とは無関係であることを個々の学生に文面で説明

し,協力を得た.質問紙調査は無記名とし,集計は個人が特定できないように配慮した.

2)調査期間:2003年4月.

3)分析方法: VTR視聴直後とNICU実習直後に質問紙調査を行い,学習効果を分析した.
評価項目は, VTR視聴直後が5項目, NICU実習直後が4項目と自由記載である.統計ソ

フトSPSS 11.0J for Windows Base Systemにより,評価項目の単純集計を求めた.

研究結果

1.個人学習支援用CD-ROM教材「子どものターミナルケア」

1) 「子どものターミナルケア」の教材開発

本教材の内容は,小児看護学テキストで取り扱われているテーマ,関連文献1) -3)研究

報告4) ～6)最近の話題7) ～9)小児病棟の看護師や小児がんで子どもを亡くした母親の体験

談を盛り込み10テーマ103場面で構成した.教材製作は,市販のプレゼンテーションソフ

ト( Microsoft Power Point 2002)を使用し,アニメーション効果やリンク機能を工夫した.
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また,使用許可を得てホームページ用フリー素材の利用や,デジタルカメラ(FUJIFILM

FinePix4500)で独自に撮影した画像を取り込み製作した.以下に教材の一部を紹介する.

2)「子どものターミナルケア」の教材評価

全評価項目の平均得点は,3.48(SD0.46)であり,各項目の平均得点は,「教材の意義・有用性」

3.61(0.28),「CD-ROM教材の工夫・活用」3.61(0.41),「教材内容への興味・関心」3.45(0.4軌
「教材内容への適切さ」3.26(0.54)であった.また,評定尺度の分布では,3「そう思う」35.4%,4

「非常にそう思う」58.4%であり,それらを合わせると93.8%を示した.さらに,教柳こ関する感想

では,「学習課題があり考えながら学べた」「短時間に広範囲の内容が学べる」「自宅や学内ネットワ

ークで自由に見たい」などがあった.

2.VTR教材「NICUの概要」

1)VTR教材「NICUの概要」の製作

3年次に実施される小児看護学のNICU実習前のオリエンテーション用教材として,「NICUの概要」

のVTR教材を製作した.教材の内容は,「NICUの設備・構造」「NICUへの入院方法」「NICUにお

ける安全対策」「継続看護」「NICUへの入室方法の手順」である.

製作のプロセスは,第1段階としてシナリオを作り,シナリオの内容について臨床実習指導者と検討し

た.第2段階は,実習施設のNICUの設備・構造,NICUへの入室方法などシナリオに沿って撮影し

た.撮影機材は,SONYデジタルビデオカメラレコーダーDCR-TRV50を使用した.第3段階は,

VTRテープをVrR編集ソフト(Ulead Video Studio6)を用いて,20分の教材に編集した.

2)VTR教材「NICUの概要」の学習効果

小児看護学実習の学内オリエンテーションの一部として,本教材を視聴する.VTR視聴直後と

MCU実習直後に質問紙調査を行った.臨床実習が4月から開始されたばかりであり,調査は継続中

である.報告書を作成するに当たり,19名の結果として途中経過を報告する.

質問紙の単純集計の結果を以下の表1NICUビデオの効果〔vTR視聴直後〕,表2NICUビデオの効果

〔NICU実習直後〕に示す.
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表1NICUビデオの効果【vTR視聴直後】(N=19)

目標①和ICUの概要を理解する』に関連して1.ビデオ視聴

の時間は適 当

であったか ?

a . 適当 9 7.4 %

b . どちらかというと適 当 5.3 %

C. どちらか というと不適 当 0 %

d. 不適 当 0 %

2 .ビデ オは見

や す かった

か ?

a . 見やす かった 68 .4 %

b . どちらかというと見 やす かった 3 1.6 %

C . どちらか というと見 にくかった 0 %

d . 見にくかった 0 %

3.ナ レー ション

の声は 聞きや

す かったか ?

a . 聞きやすか った 42 .1 %

b . どちらかというと聞 きや す かった 42 .1 %

C . どちらか というと聞きにくかった 15 .8 %

d. 聞きにくかった 0 %

1.ビデオ の

利 用効果

は ?

a . 非 常に効果的で あった 2 1.1 %

b . 比較的 効果的であった 78 .9 %

C. あまり効果 的でなかった 0 %

d. まるで効果的 でなかった 0 %

はい いいえ

2 .ビデオ で

何が得られ

・ましたか ?

a . 理 解がしやす かった 9 4.7% 5.3 %

b -　動機づ けができた 73 .7 % 2 6.3 %

C. イメージ化できた 94 .7 % 5.3%

d. 視野 が広 まった 78 .9 % 2 1.1%

e. 意識づ けできた 84 .2 % 1 5.8 %

表2　NICUビデオの効果【NICU実習直後】(N=19)
目標①『NICUの概要を理解する』に関連して　　　　　目標c汀NICU入室方法の理解と実習での役立ち』に関連して

1.ビデ オの

利用効果

は ?

a. 非常 に効果的で あった 52.6% 1.ビデ オの

利用効果

は ?

a . 非常 に効果 的であった 36 .8 %

b . 比 較的効果的であった 31.6 % b . 比 較的効果的であった 57 .9 %

C. あまり効果的 でなかった 15.8 % C. あまり効果 的でなかった 5.3 %

d . まるで効果的 でなかった 0% d . まるで効果 的でなかった 0%

2 .ビデオ で

何が得られ

ましたか ?

はい いいえ はい いいえ

a. 理解がしやす かった 84 .2 % 1 5.8 % 2 .ビデ オで

何が得られ

ましたか ?

a. 理解 がしや すか った 89 .5 % 10 .5%

b . 動機 づけができた 68 .4 % 3 1.6 % b . 動機 づけができた 84 .2 % 1 5.8%

C. イメージ化 できた 89 .5 % 10 .5 % C. イメージ化 できた 94 .7 % 5.3%

d. 視 野が広 まった 78 .9 % 2 1.1% d . 視 野が広まった 89 .5 % 10 .5%

e. 意識づ けで きた 94 .7 % 5 .3 % e. 意識 づけできた 89 .5 % 10 .5%

考察

1.個人学習支援用CトR側教材「子どものターミナルケア」の有用性

教材評価アンケートの結果,学生から高い評価が得られたと考えられた.特に,最も高得点を示した項

目は,「本教材は小児看護学の講義・実習を補足する教材として適切である」であり,学生は,本教材を

講義時間の不足や臨地実習での限られた体験を補う個人学習用として評価していると考えられた.また,

「本教材で予後不良の子どもの看護の必要性が理解できた」「本教材は今後の看護活動に役立つ内容であ

った」についても高得点を示したことから本教材の有用性が示された.「教材内容の適切さ」については,

学生がより多くの事例や具体例の提示や学習課題による問題解決型学習を望んでいることが示唆され今
後の課題である.

今回の研究協力者は,CD-ROMを使用した経験がある人が少なく,最初は本教材の使用に躊曙して

いたが,実際に使用してみると使い方が容易であることを実感する学生の反応があった.また,教材のイ

ラストやアニメーション効果などの制作技術に対して高い評価を得られた.「教科書や文献を読むのは理

解困難であるが,内容をわかりやすくまとめて,視覚的に見ることで理解が容易になる」という意見から

も,CD-ROM教材による学習は,近年の学生の文字離れや図書離れ及びコンピュータの普及などの時

代的背景に適合した学習形態であると考えた.個人学習用教材は,学習者の自由な時間やペースで学習す

ることが可能であるという利点から,教材の貸し出しや学内ネットワーク上の公開が検討課題である.

朝日ら10)は,日本の看護教育において看護教育用CAI(ComputerAssistedInstruchon)が普及しない要
因として,ソフト開発の費用や時間がかかること,および製作技術の専門的知識が必要なことをあげてい

る.しかし,本教材の製作方法では上記の間矧まほとんどなく,教材をより手軽に教材を製作することが

可能であった.また,本教材は修正が可能であり,利用可能度も高く,今後の看護教育用CAI教材の開

発に新たな示唆を与えるものであると考えられた.
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2.　教材「NICUの概要」の学習効果

1) VTR教材に関する学生評価: VTRの視聴時間については, 20分が適当であるとの回答が多かっ

た.画面の見やすさについては,字幕の色の工夫をすること,ナレーションの聞きやすさは,マイク

による音声の入力を検討する必要がある.

2)目標1 「NICUの概要を理解する」の達成度と変化:

実習前のVTR視聴直後では, 100%の学生が「効果的であった」と回答していた.しかし,実習

前後では, 「効果的であった」と回答した学生は　84.21%であり, 「あまり効果的ではなかった」と

回答した学生が15.8%であった.また,実習前の学習効果は, 「理解のしやすさ」 94.7% 「イメージ

化できた」 94.7%であり,実習後の学習効果は, 「意識づけできた」が94.1%であった.実習前のオ

リエンテーションとして, NICUの理解に効果があることが示唆された.また,実習前にVTR教材

を視聴することにより,意識づけしながら実習が行われたことが推察できた.

3)目標2 「NICU入室方法の理解と実習での役立ち」の達成度:

「効果的であった」と答えた学生は　94.7%であり,実習前にビデオを見て得られたことは, 「イ

メージ化できた」が94.7%であった.また,他の「理解」 「動機づけ」 「視野」 「意識づけ」の項目は

全て80%以上であった.ゆえに, NICU入室方法について実習前オリエンテーションとして役立つ

VTR教材であったといえる.

今回の結果は,調査期間の制限により対象が19名と少ないため,今後継続してVm教材の学習

効果を評価していく必要性がある.今回の研究では,教材製作のためのコンピュータ環境の整備,教

材のシナリオ作り,撮影,編集に至る一連の過程を経験した.これらの結果を考慮し,学生が実習前

にイメージしにくい「入院中の乳幼児の生活援助技術」や「病児とのコミュニケーションの工夫」な

どに関する教材を引き続き開発し,効果的な学内演習を行うことが今後の課題である.

結論

1.個人学習支援用教材「子どものターミナルケア」は,学生の経験不足を講義や臨床実習の学習を視覚

的に補足する教材としての有効性を評価された.

2.個人学習用教材の内容及びイラストやアニメーション効果などの制作技術に対して,学生から高い評

価を得られた.また,本教材により学生は実習では経験しにくい子どものターミナルケアの必要性を理

解することができた.

3.実習前にVTR教材「NICUの概要」を視聴することは, NICUの概要の理解を容易にし,イメージ

化させる効果があることが示唆された.

4. VTR教材「NICUの概要」を実習前に視聴することにより, NICUの入室方法のイメージ化ができ,実

際の実習の理解を助け,意識づけができるVTR教材であったことが示唆された.
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